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研究成果の概要（和文）：　岩手県花巻市大迫に居住する65歳以上の高齢者において、現在歯数と認知機能低下
との関連を縦断的に検討した。その結果，多数歯欠損者（現在歯数10歯未満）の4年後に認知機能低下を示すオ
ッズ比は10歯以上の高齢者に対し、他の交絡因子と独立して有意に高値（オッズ比=3.3）を示した。
　また同じく55歳以上の大迫住民に対し、口腔関連QoLと抑うつ傾向発生との関連を検討したところ、口腔関連
QoLの低下した者の4年後の抑うつ傾向発生のオッズ比は、口腔関連QoLの低下していない者に対し有意に高値
（オッズ比=5.2）であった。
　本研究より口腔の健康維持が高齢者の良好な精神保健に寄与する可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：We investigated the association between tooth loss and the development of 
cognitive impairment in older adults aged 65 years or older living in the town of Ohasama, Iwate 
Prefecture, Japan. As the results, the participants with 0-9 teeth were more likely to develop 
cognitive impairment than those with 10 teeth or more were (odds ratio: 3.3; 95% confidence 
interval: 1.07-10.2).
Further, we also investigated the association between the oral health-related quality of life 
(OHRQoL) and the development of depressive symptoms in Ohasama residents aged 55 years or older. 
Compared to the participants without restricted OHRQoL, the adjusted odds ratio for development of 
depressive symptoms was significantly higher in those with restricted OHRQoL (odds ratio: 5.15; 95% 
confidence interval: 3.00-8.95).
These findings suggested the possibility that maintenance of oral health contributed to healthy 
mental condition in elderly people.

研究分野：高齢者歯科学
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１．研究開始当初の背景 
 認知症とうつ病は、要介護状態につながる
高齢者における極めて重大な精神保健上の
問題である。高齢者にとって歯科的問題が及
ぼす精神面への影響は大きく、また精神保健
の問題は活動性の低下を招き口腔保健の障
害になると考えられる。 
 したがって口腔保健と精神保健との関連
を明らかにすることは、600 万人超の要介護
高齢者を抱える本邦において重要なテーマ
である。 
 
２．研究の目的 
 高齢者における咬合や欠損補綴状況、歯周
状態および咀嚼・嚥下機能、口腔関連 QoL と
精神保健（認知機能低下・抑うつ傾向）との
関連を、地域住民を対象とした前向きコホー
ト研究にて縦断的に検証することが目的で
ある。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、大迫研究の一般住民コホートの
検診データを基に実施した。大迫研究とは、
東北大学大学院医学系研究科を中心に 1986
年より続く、岩手県大迫町の一般住民を対象
とした高血圧・循環器疾患に関する長期前向
きコホート研究である。現在では高血圧・循
環器疾患の項目に限らず調査が行われてお
り、認知機能や抑うつもその対象である。
2005 年から歯科検診が導入され、歯科口腔保
健と脳卒中をはじめとする要介護の原因疾
患との関連解明を目的に研究が続けられて
いる。 
 検診は岩手県花巻市大迫町の一般住民を
対象に毎年行われている。大迫町は４地区に
分かれており、検診は町内４地区を年替わり
に巡回して実施するため、４年間隔での追跡
調査が可能となる。検診項目は、認知機能低
下と抑うつ状態の評価として質問紙調査と
頭部 MRI による脳の器質的異常の有無を、口
腔状態・機能および口腔保健の評価には口腔
内診査および質問紙調査を用いた。その他の
項目として家庭血圧、Body Mass Index (BMI)、
喫煙、飲酒、家族歴、既往歴、学歴、生活習
慣、血液生化学データを収集した。 
 これらのデータを基に口腔保健と精神保
健（認知機能低下・抑うつ傾向）との関連を
統計学的に検討した。 
 
４．研究成果 
(1)歯の欠損と認知機能低下との関連 
 研究参加の同意を得た 65 歳以上の大迫在
住 高 齢 者 の う ち 、 Mini-Mental State 
Examination（MMSE）による評価で認知機能
低下を認めず（25 点以上）、4 年後のフォロ
ーアップ調査に参加した 140名（女性 97名、
平均年齢 70.9±4.3 歳）を解析対象とした。
ベースライン調査時の現在歯数の中央値を
閾値として、対象者を 0－9 歯の多数歯欠損
群と 10 歯以上の群に分け、認知機能はフォ

ローアップ調査時の MMSE スコアが 24点以下
を認知機能低下とした。解析には多重ロジス
ティック回帰分析を用い、目的変数を 4年間
での認知機能低下の有無、説明変数を多数歯
欠損群か否かとし、交絡因子として年齢、性、
高血圧、糖尿病、脳心血管疾患、高脂血症、
BMI、学歴、喫煙、飲酒、ベースライン時の
MMSE スコアを選択した。 
 その結果フォローアップ調査時に認知機
能低下を認めたのは 27 名（19％）であった。
多重ロジスティック回帰分析の結果、交絡因
子での補正後も 10 歯以上の群に対する多数
歯欠損群における認知機能低下のオッズ比
（95％信頼区間）は 4.63（1.37－18.9）と有
意に高い値を示した（表 1）。したがって多数
歯欠損が他の因子と独立した認知機能低下
の危険因子、あるいは予測因子である可能性
が示唆された。また適切な保健行動による歯
の喪失の防止が将来の認知機能低下の防止
に寄与する可能性が考えられた。 
 
表 1．多数歯欠損と認知機能低下との関連 
  （多重ロジスティック回帰分析） 

 
オッズ比 

（95%信頼区間） 
P 

年齢 1.14 (1.01–1.29) 0.03 

男性 Male gender 4.60 (1.25–16.7) 0.02 

高血圧 1.28 (0.44–3.70) 0.6 

糖尿病 3.77 (0.79–18.0) 0.1 

脳心血管疾患 2.62 (0.68–10.1) 0.2 

高脂血症 1.68 (0.56–5.00) 0.3 

抑うつ傾向 2.50 (0.54–11.4) 0.2 

BMI 1.04 (0.87–1.25) 0.6 

喫煙 0.48 (0.69–3.42) 0.5 

飲酒 0.50 (0.14–1.72) 0.3 

就学年数 10 年未満 1.31 (0.33–5.14) 0.7 

ベースライン時の MMSE 0.48 (0.31–0.74) 0.001 

多数歯欠損（10 歯未満） 3.31 (1.07–10.2) 0.037 

 
 
(2)口腔関連 QoL と抑うつ傾向との関連 
 55 歳以上の大迫住民に対し、ベースライン
調査として口腔関連 QoL (Oral impacts on 
daily performances: OIDP)と抑うつ傾向 
(Zung Self-rating depression scale: SDS)
を調査し、さらにその 4年後に同様の追跡調
査を実施した。口腔関連 QoL は 10 項目の質
問からなる OIDP において、1項目でも日常生
活に支障がある場合をQoLの低下ありとした。
抑うつは SDS が 40 点以上（80 点満点）を抑
うつ傾向ありとした。解析には多重ロジステ
ィック回帰分析を用いた。口腔関連 QoL、現



在歯数および歯科受診行動を独立変数とし、
ベースライン調査時の口腔関連 QOL 低下・現
在歯数と抑うつ傾向との関連（横断的検討），
および 4年後の抑うつ傾向発生との関連（縦
断的検討）について検討した。交絡因子は年
齢、性、既往歴、BMI、喫煙、飲酒、認知機
能、学歴、ベースライン時のSDS得点とした。 
 横断的検討の対象者 669 人中，74 人に抑う
つ傾向が認められた。多重ロジスティック回
帰分析の結果，口腔関連 QoL の低下は抑うつ
状態と有意に関連しており，オッズ比（95％
信頼区間）は 5.2 (3.0–8.9)であった（表 2）。
一方，20 歯の有無および過去 1年間の歯科受
診の有無と抑うつ傾向との関連は認められ
なかった。 
 

表 2．ベースライン調査時の口腔関連 QoL 低下と抑う
つ傾向との関連（多重ロジスティック回帰分析） 

 オッズ比 (95% 信頼区間) P 

口腔関連 QoL 低下 5.15 (3.00–8.95) < 0.0001 

20 歯未満 0.58 (0.32–1.04) 0.066 

過去 1 年間の歯科

受診なし 

1.28 (0.76–2.17) 0.35 

年齢、性、BMI、既往歴、喫煙、飲酒、学歴、認知機能低下、20 歯

以上の有無、過去 1年間の歯科受診の有無で補正 

 
 縦断的検討はベースライン調査時に抑う
つ傾向が無く、4 年後の追跡調査を受診した
296 人を対象とした。追跡調査の結果、対象
者のうち12人に抑うつ傾向の発生を認めた。
抑うつ傾向の発生を認めた者は認めなかっ
た者に比べ有意にベースライン時のSDSが高
値で、口腔関連 QoL 低下の割合が高かった。
口腔関連 QOL の低下は摂食、会話、審美等の
項目にみられた。ベースライン時の口腔関連
QoL の低下と 4 年後の抑うつ傾向の発生は、
交絡因子での補正後も有意な関連を示し、オ
ッズ比（95％信頼区間）は 4.6 (1.1–20.1)
であった（表 3）。一方、口腔保健の客観的指
標である現在歯数と歯科受診行動は、横断と
縦断のいずれの検討においても抑うつ傾向
発生との関連は認められなかった。 
 

表 3．口腔関連 QoL の低下と 4年後の抑うつ傾向発生
との関連（多重ロジスティック回帰分析） 

 オッズ比 (95% 信頼区間) P 

口腔関連 QoL 低下 4.61 (1.14–20.08) 0.032 

20 歯未満 0.44 (0.07–2.23) 0.32 

過去 1 年間の歯科

受診なし 

0.66 (0.16–2.59) 0.56 

年齢、性、BMI、既往歴、喫煙、飲酒、学歴、認知機能低下、20歯

以上の有無、過去 1年間の歯科受診の有無、ベースライン調査時の

SDS 得点で補正 

 口腔関連QoLの低下がベースライン調査時
の抑うつ状態と関連するのみでなく、4 年後
の抑うつ傾向の発生とも有意な関連を認め
たことから、口腔関連 QoL の低下が抑うつの
危険因子あるいは予測因子である可能性が
示された。また、これまで既に、主観的健康
感の不良が抑うつの発生に関わることがメ
タ解析により示されているが、口腔の不健康
感もまた、充実した食生活を損ねるだけでな
くコミュニケーションや審美の問題を介し
て高齢者の精神的不活発に影響する可能性
が示唆された。 
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